
日
蓮
聖
人
教
学

に
お
け
る
本
門

と
観
心

(
庵

谷
)

日
蓮
聖
人
教
学
に
お
け
る
本
門
と
観
心

庵

谷

行

亨

日
蓮
聖
人
教
学
に
お
い
て
、
本
門
と
い
う
場
合
二
種

の
概
念

が
あ

る
。
そ

の
一
は
い
う
ま
で
も
な
く
十
四
品
本
門
で
あ
り
、
他
の

一
は
従

来
日
蓮
教
学
史
上
、
文
底
本
門
・観
心
本
門
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に

い
う
本
門
と
は
後
者
を
指
す
。
文
底
本
門
と
は

『
開
目
抄
』
の

い
わ
ゆ
る
文
底
義
に
、
観
心
本
門
と
は

『観
心
本
尊
抄
』
・
『
副
状
』
・

『十
法
界
事
』
・
『
立
正
観
紗
』
等
の
観
心
義
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
本
門
義
は
特
に

『観
心
本
尊
抄
』
第
五
重
の
三

段
に
お
け
る

「
本
門
」
の
釈
義
と
も
さ
れ
、
こ
の
三
段
が
本
門
三
段

・

本
法
三
段

・
観
心
三
段
等
と
呼
称
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
も
あ
る
。

聖
人

の
独
自
な
本
門
義
が
形
を
と
つ
て
あ
ら
わ
れ
る
の
は
文
永
八
年

の

『
十
章
鋤
』
、
同
九
年

の

『
開
目
抄
』
あ
た
り
が
そ
の
始

め
で
あ
ろ

う
と
思

わ
れ
る
。
『
十
章
砂
』
(四
八
九
頁
)
で
は

一
念
三
千

の
義
分
を

明
か
す
な
か
、
真
実
の
依
文
判
義
を
本
門
に
置
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は

『
開
目
抄
』
(
五
三
九
頁
)
の
文
底
本
門

・
本
因
本
果
法
門

に
通

じ
て
お
り
、
『本
尊
抄
』
本
門
義
の
萌
芽
と
考
え
ら
れ
る
。
『
開
目
抄
』

の
文
底
秘
枕
の
文
は

一
念
三
千
の
法
椚
を
論
じ
た
も
の
で
本
門
に
つ
い

て
述
べ
た
も
の
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
聖
人
に
お
い
て
は

一
念
三
千
と

本
門
は
密
接
不
可
分
の
関
係
に
お
い
て
展
開
さ
れ
、
台
当

一
念
三
千
を

理

・
事
、
 

・
本
に
配
当
さ
れ
た
弘
安
元
年
の

『
富
木
入
道
殿
御
返
事
』

(
一
五
二
二
頁
)
は
そ
の
著
名
な
例
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
意
を
籍
り

て

『
開
目
抄
』
の
文
を
拝
見
す
る
と
、
本
門
は
寿
量
品
の
文
の
底
に
沈
め

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
文
底
本
門
の
語

の
出
る
ゆ
え
ん

で
あ
る
。
さ
ら
に

『開
目
抄
』
(五
五
三
頁
)
に
は
い
わ
ゆ
る
本
因
本
果

法
門
説
示
の
文
が
あ
る
。
本
門
の
発
 
顕
本
に
よ

つ
て
本
因
本
果
が
明

か
さ
れ
、
そ
こ
に
真
の
十
界
互
具

・
百
界
千
如

・
一
念
三
千
が
実
現
す

る
と
さ
れ
る
。
先
の
文
底
本
門
が
抽
象
的
で
あ

る
に
対
し
、
こ
こ
で
は

発
 
顕
本
と
い
う
具
体
性

の
中
に
本
門
義
を
示
し
、
こ
れ
を
本
因
本
果

の
法
門
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
聖
人
独
自
の
本
門
義
が
、
文
底

本
門
は
経
に
、
発
 
顕

本
は
教
に
そ
れ
ぞ
れ
即
し
て
叙
述
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経
は
教

に
通
ず
る
故
に
、
本
門

は
通
途
の
本
門
の
意
と
同
様
、
教
の
世
界
を
離

れ
な
い
。
更
に
こ
の
本

門
が
常
に

一
念
三
千
と
瀾
連
し
つ
つ
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
重
要
な
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意
味
を
持

つ
て
い
る
。
文
底
本
門
で
は

一
念
三
千
の
法
門
を
、
発
 
顕

本
で
は
真

の

一
念
三
千
を
そ
れ
ぞ
れ
本
門
義
顕
説
の
契
機
あ
る
い
は
重

要
要
素
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ほ
か
で
も
な
く
、
聖
人
教
学
の
中
心

が
本
門
に
あ
り
、

一
念
三
千
の
成
仏
を
も
つ
て
ま
こ
と
の
成
仏
と
さ
れ

る
こ
と
か
ら
も
当
然
と
い
え
る
。
先
に
あ
げ
た

『
富
木
入
道
殿
御
返

事
』
に

一
念
三
千
と
本
 
を
関
連
づ
け
、
 
門
の

一
念
三
千
、
本
門

の

一
念
三
千

と
説
示
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
本
門
の
問
題
が

一
念
三
千

の
問
題
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

叙
上
の
本
門
義
が
遺
文
上
に
高
揚
し
て
叙
述
さ
れ
る
の
は

『
観
心
本

尊
抄
』
で
あ
る
。
『観
心
本
尊
抄
』
に
お
け
る
初

出
は

「
此
本
門
肝
心

於
二南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
…
…
」
(
七

一
二
頁
)
の
文
で
あ
り
、

こ
れ

に
類
似
す
る
用
例
は
以
下

「
本
門
寿
量
品
本
尊
」
・
「
本
門
本
尊
」
・
「
本

門
釈
尊
」
・
「
本
門
四
菩
薩
」
、
第
五
重
の
三
段
に
お
け
る

「
本
門
」
、
あ

る
い
は
本
門
に
在
世
と
末
法
之
初
を
指
摘
し
、
脱
と
種
、

ー
品
二
半
と

題
目
五
字
を
説
示
さ
れ
て
い
る
文
等
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
本
門
の
概

念
に
は
教

格
性

・
現
実
性
が
認
め
ら
れ
、
教
格
性
は
理

の
普
遍
性
と
人

格
の
教
導
性
に
お
い
て
五
字
を
閲
顕
し
、
現
実
性
は
色
読

・
受
難
の
宗

教
的
体
験

に
お
い
て
七
字

の
世
界
を
活
現
す
る
。
教
的
概
念

の
範
躊
に

あ
り
つ
つ
も
本
門
に
五
字
と
と
も
に
七
字
を
論
ず
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

本
門
が
観

に
即
す
る
教
で
あ
る
ゆ
え
に
本
門
の
肝
心
は

「
南
無
妙
法
蓮

華
経
五
字
」
と
表
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
七
字
の
観
心
に
お

い
て
本
門

の
理

(
五
字
)
が
現
成
さ
れ
る
と
も
い
え
よ
う
。
こ

の
よ
う

な
聖
人
の
本
門
義
に
は

一
念
三
干

・
題
目
五
字
七
字

・
本
尊

・
四
菩
薩

等
の
重
要
な
要
素

(問
題
)
が
有
機
的
に
関
連
し
て
い
る
。
し
た
が

つ

て
教
の
世
界
に
あ
り
な
が
ら
も
単
な
る
教
説
で
は
な
く
、
そ
こ
に
如
来

の
意
志

・
如
来
の
人
格

・
如
来

の
行
動
が
内
含
さ
れ
て
い
る
。
本
門

の

一
念
三
千
が
仏
種
、
題
目
が
事
行
等
と
表
現
さ
れ
、
「
大
難
又
色

ま
さ

る
」
(『富
木
入
道
殿
御
返
事
』

一
五
二
二
頁
)
ゆ
え

ん
で
あ
る
。
末
法
本

(
1
)

門

・
内
証
本
門
と
は
ま
さ
に
そ
れ
を
意
味
し
て
い
る
。
即
ち
末
法
と
は

如
来
の
意
志
の
方
向
で
あ
り
如
来
の
行
為
の
場

(志
向
さ
れ
た
時
間
.
空

間
)
で
あ
る
。
内
証
と
は
如
来
の
御
意

(本
願
)
で
あ
り
人
格

の
教
格

化

(五
字
)
で
あ
る
。

叙
上
の
如
き
聖
人
独
自
の
本
門
義
は
聖
人
独
自
の
観
心
の
問
題
と
密

接
に
関
連
し
て
い
る
。

台
家
の
観
心
に
種

々
あ
る
中
、
聖
人
が
問
題

と
さ
れ
る
の
は
約
行
観

で
あ
り
、
そ
の
中
で
も

一
念
三
千
が
重
要
な
問
題
と
な

つ
て
い
る
。

そ

れ
ら
に
つ
い
て
は

『
開
目
抄
』
(六
〇
七
頁
)
や

『
富
木
入
道
殿
御
返
事
』

(
一
五
二
二
頁
)
等
に
詳
し
い
。
特
に
後
者
で
は

一
念
三
千

の
観
法

に

理

・
事
、
點

・
本
の
分
別
を
行
な
い
、
事

一
念

三
千
、
本
門

一
念
三
千

を
日
蓮
の

一
念
三
千
観
法
と
結
論
づ
け
る
。
こ
の
分
別
の
規
準
は

『
止

観
』
所
説
の
三
障
四
魔

(大
難
)
で
あ
る
。
あ

る
い
は
建
治
二
年

の

『
事
理
供
養
御
書
』
(
一
二
六
二
頁
)
に
も
、
先
の
大
難
と
同
様
、
身
命

を
:捧
げ
る
と
ご
ろ
に
観
心
の
意
味
を
示
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
と

こ
ろ
に
聖
人
の
観
心
概
念
の
重
要
な
要
素
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

日
蓮
聖
人
教
学

に
お
け
る
本
門

と
観
心

(庵

谷
)
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日
蓮
聖
人
教
学
に
お
け
る
本
門
と
観
心

(庵

谷
)

あ
る
。
『観
心
本
尊
抄
』
題
号
の
観
心
に
つ
い
て
は
諸
説
を
見
る
が
、
『
観
心

本
尊
抄
』
第
二
十
九
番
問
答
の
答
文
に
台
家
點
面
本
裏
を
述

べ
、
「
但

論
二理
具

一事
行
南
無
妙
法
蓮
華
経

五
字

並
本
門

本
尊
未
二広
行
ワ之
」

(七
一
九
頁
)
と
表
現
さ
れ
た
の
は
本
尊
義
に
動
勢
を
付
言
さ
れ
た
も
の

で
、
題
号

の
本
尊
を
釈
す
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持

つ
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
即

ち
静
的
対
象
物
と
し
て
の
本
尊
で
は
な
く
、
行
為
の
場
に
お

け
る
本
尊

の
ゆ
え
に
観
心
本
尊
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
文
中
に

「本
門

本
尊
」

の
用
例
を
見
な
が
ら
も
、
題
号
に

「
観
心
本
尊
」
と
さ
れ
た
の

は
深
意
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に

『副
状
』
(七
二
一
頁
)
に
は

「
観
心

の
法
門
」
を

「
日
蓮
当

身
大
事
」
、「此
事
難
多
答
少
」
、「未
聞
之
事
人
耳
目
可
レ驚
二動
之
一欺
」
、

「仏
滅
後
二
千
二
百
二
十
余
年
未
レ有
二此
書
之
心
一」
、
「
不
レ顧
二国
難
一

期
二
五
五
百
歳

演
二説
之
桶」
と
、
身
命
に
及
ぶ
未
曾
有
の
法
門
で
あ
る

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
を
要
約
す
れ
ば
、
観
心
と
は
、
大
難
興
起
と
共
に
あ
り
、
身
命

に
及
ぶ
も

の
で
あ
り
、
事
的
で
あ
り
、
行
為
的
で
あ
り
、
そ
の
法
門
は

未
曾
有

の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
即
ち
聖
人
の
観
心
は

本
門
の
世
界
に
お
け
る
身
命
を
か
け
た
行
為
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
換
言
す
れ
ば
、
本
門
の
発
動
、
本
門
の
動
勢
、
本
門
の
行
為
的
場

面
が
観
心
で
あ
る
。
本
門
は
如
来
の
主
体
性
の
中
に
あ
る
。
そ
の
本
門

の
理
が
主
体
性
実
現
と
し
て
の
事
の
世
界
に
展
開
さ
れ
る
の
が
観
心
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
日
輝
和
上
が

『
一
念
三
千
論

』
に
お
い
て

「
当
家
観

実
通
二
色
心
一
…
…
別
論
レ
之
観
レ
身
為
二
正
意
一」
(充
全
三
-
二
〇
六
頁
)

と
、
観
心
を
観
身
と
釈
さ
れ
た
の
も
こ
の
ゆ
え

で
あ
ろ
う
。

さ
て
両
者
の
関
係
は

一
念
三
千
の
説
明
に
お

い
て
よ
り

一
層
明
瞭
と

な
ろ
う
。

一
念
三
千
に
は
本
門

の
教
概
念
と
観

心
の
行
為
的
概
念
が
融

合
し
て
い
る
。

一
念
三
千
仏
種
・
一
念
三
千
珠
と

い
う
教
で
あ
り

つ
つ
、

(
3
)

(
4
)

事

一
念
三
千
、
三
諌

一
念
三
千
、
大
難

一
念
三
千
と
い
う
観
心
で
も
あ

る
。

こ
こ
に
台
家
の
観
法
を
出
拠
と
す
る

一
念

三
千

の
教

(仏
種
)

へ

の
飛
躍
と
観
心

へ
の
逆
転
換
が
あ
る
。
「
五
字
七
字
」
、
あ
る
い
は

「
南

無
妙
法
蓮
華
経
五
字
」
と
い
う
教
即
観
、
観
の
教
格
的
表
現
も
、

こ
の

よ
う
な

一
念
三
千
が
五
字
の
本
質
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。

ゆ
え
に
、
本
門
は
観
心
の
場
に
お
い
て
の
み
本
門
で
あ
り
、
観
心
も

ま
た
本
門
を
離
れ
て
観
心
た
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
、
極
め
て
大
雑
把
に
日
蓮
聖
人
独
自
の
本
門
と
観
心
に
つ
い
て

述

べ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
四
重
興
廃
等
の
仏
教
思
想
史
上
の

問
題
を
も
考
慮
に
入
れ
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
そ
れ
ら
を
も
含
め
て
の
詳
論
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

1

『
観
心
本
尊
抄
』
七

一
五
頁
、
「
本
門
序
正
流
通
倶
以
二末
法
之
始
一為
詮
。

在
世
本
門
末
法
之
初

一
同
純
円
也
。」

2

『観
心
本
尊
抄
』
七
一
六
頁
、
「我
内
証
寿
量
品
」

3

『撰
時
抄
』
一
〇
五
三
-
四
頁
、
「余
に
三
度
の
か
う
み
ゃ
う
あ
り
…
…
」

4

『富
木
入
道
殿
御
返
事
』
一
五
二
二
頁
、
「
一
念
三
千
観
法
二
あ
り
…
…
」
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